About the lifelong education at the university : Through the practice of "woodwork seminar" by Yamamoto, Kazufumi






































































































































































































問 LU大 字 匡l有財産臨時1更用に圭した貫用




























































































































































① 性 別 女 性 〉9/9
②年齢構成 30歳代 〉1､40歳代 〉4､ 50歳代 〉4
③従業状態と時間 家事のみ 〉3､フルタイム (週5日)〉1




･和気町 (民芸がラス後継者養成コース 〉1 ･気功 〉1
･透明館 (ガラス教室) 〉1 ･英会話 〉1





講座数 1-3講座 6名 ､ 4-6講座 2名､ 10講座以上 1名
種 類 陶磁 染織 木材 ガラス その他
回 数 1回〉3 2回〉1 1回〉1 1年程度〉2 創作人形2年〉1
2回〉1 2回〉1 ハOtyチワーク 〉1
3回〉1 3回〉2 フ■ローチ 〉1







)その他 清心女子大 (美しく老いる)､環境 (ケナフについて)､家事家計
⑦1ケ月にどの程度の時間を講習会 (セミナ-)に当てていますか､答えやすい欄に記入下さい｡
･月に 3-4日 〉1､ 5-6日〉2､ 7日前後 〉1､ 8-12日 〉2
1毎週 5-6時間 〉2名 .隔週 5-6時間 )1
⑧1つの講習会 (セミナー)にどの程度までなら経費 (材料等含む)をかけられますか?0
･5､000円～10,000円 〉3名 ･20,000円 〉6名
⑨今回のセミナ-への参加動機は,,.?O
自分から進んで 〉7､ 友達に誘われて 〉2､ 場所的に便利だから)3
⑩今後との様な講習会 (セミナー)へ参加したいですか､分野や内容についてL_.希望をお答え下さい｡(枚数可)
･金具作り､蝶番 〉5 ･絵画 〉1 ･もの作り～文化的内容 〉1





































































































































































































































































































入 木を知る 道具を知る 3h
･木材の基本的性質を学習 ×3日
･園芸プランクーを基本にした制作演習 (基本形を元に複数のパターンを提示 し選択) 又は
門 〉素 材 屋根板 (建築用材)等､板幅150-180mmX板厚15-18mm､及び寸角材 6hX1日
請 )切断加工 両刃鋸､替え刃式鋸､ジグソー､糸鋸､捕肋治具及びクランプの使用 3hX1日定員
虚9h 〉表面仕上 飽､サ ンドベ-.パー､サンダーの使用方法と実習
〉接合方法 釘打ち又はビス (スクリュー )締め､接着剤併用､ ドライバ ドリルの使用方法
塗装方法 塗料の基礎知誠を学習の後､着色方法と屋内/外の使い分け､刷毛の使用 15名
※ 講座の相当授業科 目=木材工芸演習
中 Emm甜 玩■田■司A (椅子).B (本箱)の 2コース選択､各 18時間 授業
Aコース :無垢材を使用 したペザントチェア (三脚､背付き)艶作､装飾部自由
〉 素 材 ;クモ､W.アッシュ､ナラ等､座 .脚部は板厚28-34mm､背部は板厚18-24mm ×12El
>.声 取 り ;帯鋸 と手押 し飽盤による木取 り作業､横切断は主にジグソーを使用 又は
級 〉矧ぎ合わせ ;ビスケットジョインクー､はたがねを使用 6h
請 〉座部の加工 ;クリコ又は板ギリによる傾斜穴あけ､ ドリルとジグソーによるホソ穴あけ x3EL
虚18h のみ>脚部の加工 ;飽による面取 り､豊.小刀による丸ホソ (クサヒ■併用)加工〉表面仕上 チ ､反 り台飽､及び装師部は彫刻刀､小刀 定 見接 合 方 法 ホリ組､クサ ビ併用
〉塗 装 方 法 ;(希望者は着色後)オイル､ワックス仕上げ 各10名




応 田≡E昆 小箱から犬小屋､家具､ウッドデ ッキまで家庭で使用する木工品すべて 年間〉中級謙虚までに使用 した工 類で作製可能な木工品を各自が自由に取 り上げ制作する 通じて
用 >希望者には加工機械の基本的な使用方法も指導するが制限を付けるo 授業へ
請 >素材は基本的に持ち込みとし､作業は自宅､教皇 どちらで行つても良いO 自由参加定員5名































3)岡山県立高等技術専門校 (瀬戸 ･倉敷 ･津山)
や岡山県立高梁工業高等学校など｡
4)村田 治編 :生涯学習時代における大学の戦晩
高坂健次著,第-章,p22-23,1999.3
5)大学入学情報図書館 RENA｢開かれた大学の
入 学に関するアンケート調査｣,1998
6)生涯学習時代における大学の戦略,第 5章 (村
田 治､高坂健次共著),p91-92
7)文部省生涯学習審議会 (答申):地域における
生涯学習機会の充実方策について,(Ⅰ)社会に開
かれた高等教育機関,1996.4.24
8)文部省大学審議会 (答申):グローバル化時代
に求められる高等教育のあり方について,2000.ll
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Title:Aboutthelifelongeducationattheuniversity:Through thepracticeof"WoodworkseminarH
Kazufumi YAMAMOTO(FacultyofEducation,Okayama,University)
Abstract:Thesystemofthelifelongeducationisinthemiddleofthedevelopment.Itwasexaminedabout
thething･makingeducationofthat.Theopportunityoflearningisrareinthewoodwork丘eldinthelifelong
education.Thereisaproblem inboththosefacilitiesandthecontentsaswel,Thisyear,Ihelda
woodworkseminartargetingthegeneralmemberofsociety.Thisseminarwasverifiedabouttheleamerls
constructionand.theconsciolユSneSSaSanexample.Then,thethingwhichshouldbenecessarythem was
examined.Continuoussystematicsupportisnecessaryforthem.An d,athememustbeplannedbasedon
it.Theconsciousproblemoftheleanerwholooksforonlyaresultbecameclear,too.Iexaminedaboutthe
methodofthelifelongeducationattheuniversity.TheMinistryofEducationhfelearningcouncilisasking
thatexpansion,anditisefectiveinittoholdan openclassintheclasssubject.Iproposed theconcrete
plan ofthewoodworklecturebythesetupwhichitmadeuseofthisfor.
KeyWords:lifelongeducation,woodworklecture,openclass
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